
 

 

 

 

                                  
 

聞き上手は送りバントの名手  
 

四街道市青少年育成センター  

指導主事 萩原 塁樹  

  

四街道市青少年育成センターに勤務し早いもので２年が経とうとしています。この２年間、

今までにはできなかった貴重な経験をし、たくさん学ぶことがありました。特に私自身の考

え方を大きく変える機会を与えてくれたのが、当センターの相談業務を担当するスクールソ

ーシャルワーカーです。  

スクールソーシャルワーカーには、私も仕事上の事で相談し、助言をいただくことがあり、

その時にいつも感じることがあります。それは、話し手の心を上手に開き、話をしたくなる雰

囲気があることです。相談者に対応する時の表情、話の間、さらには会話をつなげる言葉など

に自然な心地良さを感じることが多く、私自身も、相手が心を開き、心地良く話をしたくなる

スキルを身に付けなければならないと思っている時、一冊の本に出合いました。  

その本には、『上手な聞き手になるには、聞き手は脇役で、話し手が主役、話し手がうなる

ような質問を考えるのではなく、とにかく会話をつなげることを考える。決して、相手を一撃

で KO するような一発ではなく、コツコツとダメージを与えるジャブや試合をひと振りで決

めるホームランでもなく、走者を確実に進める送りバントのような“つなぎ”を意識するだけ

で、相手との会話は心地よいものになります。』と書かれていました。  

これまで私自身、人の話を聴いたり、相談されたりするときは、とにかく何か良いアドバイ

スをしようと思っていました。すなわち著者のいう「一発 KO」や「ホームラン」を常に頭の

中で考えて対応していました。  

しかし、話し手に心を開いて相談してもらうには、まずは話し手を安心させるための相づち

や表情が大切であり、時間をかけても全てを話したくなるようにさせる“つなぎ”を意識し

た、聞き手でなければなりません。これからは、「ホームラン」より「つなぎのバント」がで

きる聞き手でいたいと思います。私がこれまで捉えていた“相談”とは、ただ相談者の話を真

摯に聴き、否定せずに共感したり何か助言したりすることが良い相談だと思っていました。

しかし、スクールソーシャルワーカーやこの本との出合いで、新たに聴く技術を高めるため

の目標が見つかりました。今後、送りバントの名手となれるように努力していきたいと思い

ます。  

終りになりますが、今年度も四街道市青少年育成センターの運営に対して、多大なるお力を

頂戴しました関係機関、並びに青少年補導委員の皆様に感謝申し上げますとともに、来年度

も引き続き、ご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。  

 

引用：「なぜ、あの人には何でも話してしまうのか」山根洋士 著（株式会社アスコム） 

 

 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。                                           
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四街道市青少年育成センターだより  

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 
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 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 
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 『プラス防犯』とは、地域の方々が普段の通勤、買い物、犬の散歩などの際に、プラス

して不審な人物や車両がないかなどを注意して見ることで、子どもや地域の安全を守ろう

とする取組です。 

 「ながら見守り」「ながら防犯」も「プラス防犯」の一環です。 

 

 

 

 

 

 

公園などの遊び場に異常はないか 
 

子どもたちが安心して遊べるように、十分気を付ける必要があり 

ます。特に、公園内から周囲の家の窓などが見えない場合には、誰  

からも見えにくいため、犯罪が発生する可能性が高くなります。 

 

空き家・廃屋などに異常はないか 
 

空き家や廃屋などは、犯罪の温床となりやすい場所です。 

また、落書きが多いと「住民たちの関心が薄く、管理されていない 

地域」と思われ、犯罪が発生する可能性が高くなります。 

 

高い塀が並んでいる道に異常はないか 
 

高い塀が並んでいる道は、家にいる住民からの視線が行き届か 

ず、犯罪が発生しやすい場所となる可能性があります。 

 

 

人が多い場所に異常はないか 
 

ショッピングセンターなど人が多い場所は、一人ひとりの意識や 

関心が分散するため、犯罪の発生や不審人物から子どもへの声  

掛けなどが、気づかれない可能性があります。 
  

                   （千葉県ＨＰより） 

〇２月の相談活動（５１件）             
 

 

〇２月の不審者情報  

  不審者情報はありませんでした。 

 

 ○４月の街頭補導予定（１１回） 

７日（金）Ａ 10 日（月）Ｅ 13 日（木）Ｄ 14 日（金）Ｃ 18 日（火）Ｄ 19 日（水）Ｅ 

20 日（木）Ｂ 24 日（月）Ｂ 25 日（火）Ｆ 27 日（木）Ｃ 28 日（金）Ｄ 

A 7:30-8:30  B 10:00-11:00   C 14:30‐15:30   D 16:30-17:30   E 17:30-18:30   

電話 １０ 来所 ２４ 訪問 １７ 

 

 

ご自身の安全が第一です。不審な人物や車両などを見かけた

ら、声を掛けたりせず、110 番通報しましょう。また、危険な場

所があったら家族、地域で情報を共有しましょう。 

立春を過ぎ、日が暮れる時刻が遅くなってい

ます。これに伴い、最近の子どもたちの様子を

見ると、帰宅時刻が遅くなっているようです。 

事件・事故から子どもたちを守るため、早め

の帰宅を引き続き呼びかけていきたいです。 


